
中世ドイツ語における迂言表現

一押韻技法の観点から－その3

武市 修

1．はじめに

言語を表現手段とする芸術である文学は，その表現形式から大きく

Lyrik,Epik,Dramatikの三つのジャンルに分類されるが，中世盛期のド

イツにおいてはDramaはまだ文学形式として成熟しておらず, Lyrikと

Epikが中心であった．それらは一定の形式に則った押韻詩であり， リズ

ムと脚韻が重視される．詩人たちは韻律上の制約の中でさまざまな文彩

(rhetorischeFiguren)を駆使し，表現に工夫を凝らした．筆者はこれま

で押韻技法の観点から見た代替表現として動詞の迂言法について調べて

きた’が，同じ視点からこれから名詞の迂言表現について詳しく見てい

きたい．

2.dincによる迂言表現

dincはふつうnhd.のDingと同じく，物，事を意味する中性名詞であ

るが， これが2格でiht,niht,vilに添えられ, dinc自体に意味がなく，た

だ行を満たしリズムを整えるためだけに用いられることがある．

(1)h"rtihtdingesmedarzuo

dazistguot,dazmandaztuo(Vrid.95, 10f.)

このことについてもう少しお聞きください

そうしていただくのはよいことなのです

(2) dazichinminemsinne

nihtdingeskangemeinen

nochgeminnenwaniucheinen(Trist. 13914-16)

それで私はあなたお一人以外には
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どなたも心に思うことも

愛することもできません

(3)vildingesistvonirgeschehen(Parz.533, 15)

その［＝ミンネの］ために多くのことが起こった

これらの例では行の音節を満たすためにiht,niht,vilがdincの2格を伴っ

ている． (2)の例では，事物ではなくniemanの代わりにnihtdingesを

用いている．それぞれ当該の行の韻律を示せば，次のようになる．

h rtihtdingesmedarzuo

|X x lixI kxI 文へ｜

nihtdingeskangemeinen

x IXx IX xI J I文へl

vildingesistvonirgeschehen

xI kx IX xIk xI 4－ ハ｜

たしかに, iht,niht,vilなどは名詞的に用いられる場合，部分を表わす

2格の名詞や代名詞を伴うことがひじょうに多い． しかしその場合には，

具体的内容をもつ名詞や代名詞の2格であり，それ以外に次に示すよう

に，主語や目的語など単独の文成分として用いられることもあり，上の

例でも意味だけからすれば，それぞれiht,niht,vilだけで十分である． な

お，例(1)の2行目tuOは動詞tuonの接続法現在で，前行のzuoと韻を

合わせているが， この接続法はezistbesser,ezistguot,miristlieberな

どの上位文に対する実質的な主語文の機能をもつdaz文中で，可能性を

表わすためのものであり2，押韻のために直説法を無理やり接続法にした

ものではない．

(1')diusprach"solmichihtgevr6un,

daztuoteindinc,obinsint6un

lazet,denviltrdrgenman(Parz.253, 19-21)

彼女は言った， 「もし私を喜ばせるものが何かあるとしたら，

それは，あの痛ましいお方，あの方が

死を免れるというただひとつのことだけです

(2')GoteistnihtverborgenvoI;
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ersihtdurchallerherzentor(Vrid.2,6f.)

神の前には何事も隠されてはいない．

神はどんな人の心の扉もとおしてお見通しなのです

(3')irhats6vildurchmichgetan(1w.4341)

あなたは私のためにそれほど多くのことをして下さいました

例(1')の2行目のdincは普通の意味の名詞である. 3行目のvilは副詞

的に用いられ，形容詞trdrgenを修飾している．中世盛期のドイツ語で
はvilは名詞的用法と副詞的用法のみで, nhd.のように名詞を修飾する形

容詞としては， まだ用いられない．

dincにはまた，上と同じ理由から形容詞が付加し，抽象名詞の書き替

えや， さらに，前置詞を伴い副詞の代用に用いられることもある．

(4)erhatemanegetugendeerkant,

alserdemwolzelerezam,

derouchvonsinerlerenam

vilmanegiumgentlichiUdinC(Trist.2266-69)

彼［＝クルヴェナル］は数々の勝れた技能に通じていたので

彼の教えから多くの技能を

学びとろうとする者にとっては

実にふさわしい教師であった

(5) fiinfhundertstabeslingen

mitlisteclichendingen

zemswankewarnbereite(Parz.568,21-23)

五百台もの投石機が

巧みに据え付けられて

発射準備が整えられていた

例(4)の4行目manegiutugendichiudincは1行目のmanegetugendeと

同義であり，押韻のためにdincが使われている．例(5)のmitlisteclichen

dingenは副詞listecliche{n]と同じ意味であるが， それでは行が不完
全で， しかも韻が踏めないためこの表現になっている．単数でもmit

3



武市 修

hOfSchlichemdinge (Parz. 762, 8)でh6fSchliche,mitwerdeclichem

dinge(Parz.777,10)でwerdeclicheの代わりに副詞的に用いる例も見ら

れるが，前置詞を伴ったこのような書き替え表現では複数形が圧倒的

に多い．他にもmitarbeiUichendingen(Barl. 373)でmitarbeite,mit

herzelichendingen (Engelh. 1000)でherzeliche, さらには, indisen

dingen(Trist.15554)でwahrenddessen,mitkeinendingen(Vrid.43,

10)でaufkeineWeiseの意など数多く見られる．

これらの例はほとんどが単数3格のdingeあるいは複数3格のdingen

で押韻し， 「イーヴァイン』では本来の意味のdingenも含めて8例すべ

てでdingenが行末にきて，その押韻相手はringen,volbringen,gelingen,

twingenなど多様である. dingeは5例中2例のみ押韻に用いられてい

る． また， 『トリスタン』ではdingeが35例中15度, dingenが52例中27

度文末にきているが， しかし「ニーベルンゲンの歌』にはdinge,

dingenの使用例そのものがそれぞれ3度および6度と少なく，それらに

よる押韻も， このような書き替え用法も一例も見られない． 『パルツイヴ

ァール』ではdinge5例(うち3度押韻),dingen4例（うち3度押韻),

｢イタリアの客人』ではdingel3度（うち1度押韻),dingen65度(うち

32度押韻)と作品によってその使用頻度，使用法にばらつきが見られる．

dingeとdingenについての使用数と押韻数(かっこ内）を表にして示す

と，

ところで, dincはまた，所有代名詞や人の2格を伴って，その人に関

係することやその人の振る舞い，行為を表わす3．

(6)wieTristandesdincst6(Trist. 14971)

トリスタンがどうしているのか

4
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(7)Swerzruochtvernemn,demmonichkuont

wieimsindincdanachgestuont(Parz.446, 1f.)

彼［＝パルツィヴァール］がその後どうしていたのか

聞きたいと思う人にお知らせしましょう

(8)bizs'abervoninvern記me,

wieinzweinirdinckame(Trist. 16635f.)

彼らふたりがその後どうなったか

彼女［＝ブランケーネ］が再びその消息を聞くまで

(9) s6sidiewarheitersiht,

zehantenistirdingesniht. (Trist. 13827f.)

それ［＝恋］が真実を目にすれば

たちまちそれは駄目になってしまう

これらは今日のドイツ語では非人称のesで表わされ,wieesTristan

gehtJ<'wieesihmdanacherging, またwieesihnenbeidenelgingeな
どとなるところである． (9)の例についてもガンツ(FGanz)はdannist

essofortumsiegeschehenと注釈を付している4. また， このような
dincが目的語にもなって，

(10)minsunmitvliziclichermaht

kertedaransingerinc

wieerderhiibschenliutedinc

als6geschaffenmijhte

dazeznacherent6hte(g.Gerh.3540-44)

私の息子は一生懸命力を尽くし，

どうしたら雅びな人々のために

名誉にふさわしく場を

整えることができるかと

努力を傾けました

上の例は韻律上の制約を満たすための迂言表現であり,mhd.でも次のよ

うに， このようなezの非人称表現あるいは不定の目的語の用法がないわ
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けではない．

(11) undsagemirouch,wiestetezdir(Parz.442,4)

あなたがどんな様子なのか，私にも話しておくれ

(12) dazlazetirmichh"ren,wieeziuedelenreckenstat

(NL349,4)

あなた方尊い騎士のみな様， どうなさったのかお聞かせ下さい

(13)wirergebenzdirindingebot(g.Gerh.2771)

わたしたちはあなたにお任せいたします

3． 6reによる迂言表現

もreは「名声，名誉｣， とりわけ騎士の戦いの勝利がもたらす「栄誉｣，

それから転じて「戦いの勝利」そのものを意味し， また，宮廷の騎士と

して当然もつべき徳操としての名誉感情をも表わし，擬人化して用いら

れることもある． さらに，相手に対して示す「敬意」をも表わし, nhd.

とは異なり複数で用いられることも多い． このereが本来の意味が薄れ

て，上で見たのと同様にリズムを整えたり，押韻したりするのに利用さ

れることがある．先ず，人の3格と前置詞ze+複数3格もrenで「～に

敬意を表わして」から「～のために」という意味で用いられる． これは

nhd.でもそのままjm.zuEhrenで残っている．

(14) dizb6tsizernirgaste(Parz.34,4)

それは彼女が客人に敬意を示すためにしたことであった

(15) erdahte,"ichwilinz6ren

michanslafenkeren."(Parz.553, 19f.)

彼は考えた「彼女たちのために

ひと眠りしよう」と

(16)Gotmand6zenCren einemessesanc(NL33, 1)

神さまのためにその時ミサが捧げられた

例(14)のz6mは前置詞zeともreの複数形もrenの融合形であり， リズム
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を整えるために語尾が欠けているが，人の3格(irgaste)を伴って， 「客

人の名誉のために｣， 「客人に敬意を表わして」の意味である． この行の

韻律は次のとおりである．

dizb6tsizernirgaste

xI XxIX xI LIX｡|

(15)の例は『パルツイヴァール』第ll巻のはじめのところで，魔法の城

シャステル・マルヴェイレを前にして，渡し守の館に泊めてもらったガ

ーヴァーンが早朝目を醒まし，向かいの城の中に朝早くから立ち働く多

くの婦人たちの姿を目にして考えたことを，滑稽に表現したところであ

る．バールチュ(K.Bartsch)はこの個所にihnenzuEhren,umihret

willen;damitsiemeinemBeispielfolgenと注を付している5のに対し，

マルテイン (E.Martin)はumihretwillen,umsienichtdurchNeu-

gierdezubelastigenとして6ガーヴァインの意図を違って解釈している
が, inz'6renについては両者とも「彼女たちのために」としている．

例(16)でもデ・ボーアが脚注で言及しているように7, gOtの3格はふ

つう例(2')のように語尾-eが付けられるところを， リズムを整えるため

にこの語尾を省き， さらに, nhd.では決して定冠詞が付かずzuEhrenの

みであるが，同じ理由からもrenに定冠詞を付して前置詞との融合形zen

となっている．つまり，定冠詞なしのzeerenとした場合, Zeの弱音-e

は次のもと同じ母音が重なるため，韻律上この弱音-eは無いものとされ，

そうなると， ここは強音が三つ続くことになり，それを避けるために

zenとしたのである． なお, zen6renの形は『ニーベルンゲンの歌』に

のみ用いられ， この個所以外に4度8現われるが，他の作品には見られ

ない． この行の韻律は次のようになる．

Gotmand6zen6ren einemessesanc

lX x I Xx I41文へl lXxI XxIXへ｜ ヘ ヘ ｜

人の3格+ze{n]6renは『ニーベルンゲンの歌』では9例（うち押韻

は0)， 『パルツイヴァール』では7例（うち押韻は2）見られるが， 『イ

ーヴァインjには1例もない9． この表現ではふつうもreは複数形になる

が，押韻のために単数形になっている例を含めて『イタリアの客人』に

現われるただ二つの用例を次に示してみよう．
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(17) ichtetezeinervrowenze6re,
八

diubatmichderselbenl6re(Wgastl555f)

私はその教訓を教えてほしいと私に頼んだ

ある婦人のためにそうしたのです

(18) undlebthiutAriSt6teles,

iment記tdeheinander

klinicdazimAlexander

ze6rentetdiwilerlebt(Wgast6414-17)

もし今日アリストテレスが生きていたとしても

アレキサンダーが生きているあいだに

彼のためにしたことを

他のどんな王も彼にしないであろう

｢イタリアの客人』は，当時の乱れた世相を批判し，領主，騎士，僧侶，

婦人たちにキリスト教徒としてのあるべき正しい態度を教え示す教訓詩

である．そこではereはほとんどが本来の「名誉｣， 「栄誉」の意味で用

いられるが，例(17)は語り手が以前にプロバンス語10で正しいミンネの

あり方，不実な求愛者の見分け方について述べたことがあり，そのきっ

かけが，ある婦人に頼まれたことにあると明かしているところである．

(18)の例は，騎士が徳操をないがしろにし，僧侶は学問を顧みなくなっ

た状況を前に， アリストテレス，ゼノン，パルメニデース，プラトン，

ピタゴラス， アナクサゴラスのような人に敬意を示さない領主たちを戒

めるくだりである．

ereはまた，前置詞durchの目的語となりその前に所有代名詞や名詞

の2格，時には形容詞を伴って，上と同じように「～の(名誉)ために」

の意味で用いられる．

(19) deiswArgerietichirzie,

daztetichdurchir6re(Iw.4060f.)

誠に私は奥方さまにかつてそうお薦めいたしましたが，

それはあの方の(名誉の)ためにしたことです

(20) sibatmitklagendenworten

8



中世ドイツ語における迂言表現

denkUnecdurchallewipheit,

dazerimliezeirlasterleit,

untdurchmagemomlichere(Parz.526,26-29)

彼女は王に言葉で訴えて頼みました，

すべての女性のために

また，乙女の名誉のために

王が彼女の恥辱を遺憾に思ってくれるように

(21)vtirwarichiudazsagenwil,

dazsimontdurchruommere

dannedurchdertugende6re(Wgast3726-28)

誠に私はあなた方に申し上げたい，

彼らは徳操のためというよりも

より多く名誉欲のために行動するのです

例(20)では， 「～のために」を意味する前置詞durChの句がふたつ， ど

ちらも内容的には3行目のdaz文に入るべきものであるが，押韻とリズ

ムの関係で， このようにnhd.なら統語的に無理な語順となっている． ま

た， 2行目のdurchallewipheitも,K.バールチュ, E.マルテインとも

注釈しているように，ふつうはdurchalliuwipであるが， これも押韻の

ための迂言表現である11． (21)の例では2行目のdurchruomと同じく

3行目もdurchtugentでよいところが,m6reと押韻するためにdurch

dermgendeCreとし, 6reには実質的な意味はない．

durch～ereはeinemze6renと違って， 『パルツイヴァール』の6例

すべて，ハルトマンでも「イーヴァイン』 1例以外に，肉体と心の対話

編『小簡』 (Biichlein)の7例すべてでereが行末にきて押韻に用いられ

ている． 『トリスタン』でも15例中11例が6reで押韻している．ただし

『ニーベルンケンの歌』ではこれはわずか1例しかなく，それも行中であ

る．

4． liebeによる迂言表現

mhd.のliebeは第一義的には「喜び」を意味し，次第にminneと並ん
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で「愛｣， 「恋」の意味でも用いられるようになる． このliebeが§reと

同じように前置詞zeとともに3格を伴って， また，所有代名詞や名詞の

2格が付加して前置詞durchとともに「～のために」を表わすことがあ

る．そしてそれらの中で前者がnhd.では一語となり, jm.zuliebeとして
残っている．

(22) siteteez,alsunsdizm記reseit,

zeniuwenneirsenedeleit

undzeliebeTristande,

der'zirdurchliebesande(Trist. 16353-56)

彼女がそうしたのは， この物語が伝えるところによれば，

彼女の恋いこがれる苦しみを新たにするためであり

彼女に愛ゆえにそれを送ってくれた

トリスタンヘの愛のためであった

(23) siwurdenvilvaste

zeliebedemgaste

allewiderirwillenvr6(1w.4403-5)

彼らはみんな客人のために

自分たちの(本当の)気持ちに反して

たいそう楽しげな振りをした

(24) diedurchmineliebewellentellendesin(NL1282,2)

私のために異国に行ってくれる(友などどこにいるでしょう）

(25)geselle,ndbiteichdich

durchsineliebeunddurchmich

dazdudinsrehtesnihtennemest(Er. 1142-44)

いとしい方，彼のためそして私のため

どうかお願いします， （彼の消息が分かるまで）

あなたの権利を行使しないように

(26) Janelob' ichznihts6verre durchdieliebedin

s6durchdineswester, dazsc nemagedin(NL388, 1f.)

誠に私がこんな約束をするのもあなたのためというよりも
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あなたのお妹君，あの美しい姫君のためなのです

(27) Siglintdiuriche nachaltensitenpflac

durchirsunesliebe teilenr6tezgolt(NL40,2-3)

富貴なジグリントは昔からのしきたりに従って

彼女の息子のために輝く黄金を人々に分かち与えた

例(22)のふたつのliebeは「愛」の意味が強く残り，それぞれ「トリス

タンヘの愛のために｣， 「愛のために」であろう．例(23)では(22)の3行

目と同じくzeliebeが3格を伴っているが， ここは「愛」の意味はなく，

(15)のz'6renと同じく 「客人のために」である. (24)の例でも意味上は

durchmichで十分であるが，韻律を整えるためにdurchmineliebeとな

っているのである．そのことは(25)の2行目からはっきりと分かる． こ

のdurchsineliebeについてべこ (FedorBech)はausUebezuihmす

なわちumseinetwillenであると注釈を付けている12.

例(26)の1行目は意味の上だけからすれば，例(25)2行目のdurch

michと同じようにdurchdichでいいことは，次行のdurchdineswester

からも分かるが，行を満たすためこの表現になり， しかも押韻のため所有

代名詞が無変化で後置されている．例(27)でも下線部はdurchirsunと

同じ意味だが，行を満たすために(21)のdurchdertugende@reと同じく

2格の名詞(irsunes)を間に挟み込んでいるのである． ちなみにこの行

の韻律は次のようになる．

durchirsunesliebe teilenr6tezgolt

|X xI kx I L IX､l l XxIXxlxハ｜ ヘ ヘ l

liebeによるこのような表現も，作品によって使用頻度に大きな違いが

ある. einemzeliebeは「ニーベルンゲンの歌』ではわずか1例のみ，

『イーヴァイン』， 『トリスタン』でも3例と2例, durch～liebeは「イ

ーヴァイン』， 『トリスタン』とも1例'3しかないのに対し， 『ニーベルン

ケンの歌jでは26例ある． しかし，不思議なことに『パルツイヴァー

ル」にはこのどちらの用例も皆無である14.

ところで「～のために」といえば, durCh～willenがある． このwillen

は意志，願望を表わす男性弱変化名詞willeの4格で，本来は前置詞

11
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durchの目的語である．それが所有代名詞や2格の名詞を伴い， この言

い回しでdurch～liebeのように適合だけでなく， 目的，原因，理由を

も表わす． またgotの2格を伴い, nhd､のumGotteswillenと同じよう

に，強い要望や疑問をも表現する． この用例も作品によって頻度にばら

つきがある．すなわち『ニーベルンケンの歌jの15度（うち7度次の例

のように、伽で押韻)， 『トリスタン』の17度（うちminで4度, dmで

1度押韻）に対し， 『イーヴァイン」では3（0)度， 「パルツイヴァールj

では2（1）度『イタリアの客人』では3（0)度に過ぎない．以下に『ニ

ーベルンゲンの歌」からの3例と『トリスタン』からの1例を示してみ

よう．

(28) ersprach: ,,irsultnihtweinen durchdenwillenmin;

immeranesorge sultirmineslibessin."(NL69,3f.)

彼は言った「私のために涙を流してはいけません．

私のことならご心配にはおよびません.」

(29)D6ritensivondannen ineinentiefenwalt

durchkurzewilewillen(NL926, 1-2a.)

そこで彼らは気晴らしのために，深い森へと

馬を進めて行った

(30) durchwillensiners61ewazopfersmand6truoc!

(NL1052,3)

彼の魂の(供養)のためにどれほどの供物が捧げられたことか

(31) heizetmichviierenodertragen

durchgoteswilleneteswar(Trist.9486f.)

後生ですからどうか私をどこか(せめて今日一日看病

してもらえるところへ)運ばせて下さい

例(28)は美しいクリエムヒルトの噂を聞いた若きジーフリトが，わずか

の手勢のみで，ブルゴントヘ求婚の旅に出ることになり，心配する両親

に向かって暇乞いのときに言った言葉である. durchdenwillenminは

例(26)のdurchdieliebedinの用法とほとんど同じである． 「ニーベルン

ケンの歌』ではこの例を含めてdurchdenwillenmmで7度押韻し，そ

12



中世ドイツ語における迂言表現

のうち5度は押韻相手が動詞の不定詞sinである．なお，次行のmines

libesは伽esorgeにかかる2格であり, ohneSorgeummeinLeben,um

michの意味であると，デ・ボーアが脚注で述べているとおり,mines

libesは人称代名詞2格のminの代わりであり， これも次稿で詳しく見る

ように，押韻とリズムのための代用表現である．

例(29)はリズムを整えるために2格名詞を間に挟み込み， 目的を表わ

す．例(30)は同じ理由から2格名詞がうしろに続いているだけでなく，

本来は感嘆文に入るべき文成分が前に飛び出した特別の語順になってい

る15． グリムの「ドイツ語辞典』によれば, durch～willenはもっぱら

上部ドイツ語地域で用いられていたが, 16世紀以降にすたれ， um～

willenにとって代わられるようになったということである16.

「～のために」というこれらの表現は押韻手段としてよりは，むしろ

リズムを整え韻律上の制約を満たすために用いられているようである．

これらの使用頻度を五作品について一覧表にして示してみよう（かっこ

内の数字は押韻数で内数)．

5.geschihtによる迂言表現

動詞geschehenから派生した強変化の女性名詞geschihtl7はBegeben-

heit,Ereignis,Zufallなどを意味するが， これもそれ自体にほとんど意味

がなく，形容詞や2格の名詞を伴って押韻手段として用いられることが

ある18.

(32) dazenvuocteouchandersniht

niuwaneinwunderlichgeschiht(Iw.8019-20)

13

elnem
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２
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１
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１
３
０
０
２
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0
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3(0）

2（1）

3(0）

17(5)



武市 修

それ［＝彼らが部屋に入るまで誰にも見られなかったこと］は

まことに，奇跡以外の何ものでもなかった

(33) ichnkaniudesgesagenniht

welchwundersgeschiht

michdaherhatgetragen(Iw.3629-31)

私はあなたにお話しすることができません，

どんな不思議なことがあって

私がここに来たのかを

(34) nachdertoufegeschihte

amegralemangeschribenvant(Parz.818,24f.)

洗礼が行われたあと（次のようなことが）

聖杯に書かれているのが見いだされた

(35) sinewirtabergewunnenniht

mitalsOcleinergeschiht(Trist.9851f.)

あの子［＝イソルデ］はしかし，そのような

つまらないもので得られはしません

(36) Swazunstuotschadenodeschant,

dazistuntugendegenant.

davonmacdeheingeschiht

demguotenmangeschadenniht(Wgast5279-82)

我々に害や恥辱をもたらすものが何であれ

それは不徳と呼ばれる．

不徳のためにどんなことも

立派な人を害することはできない

(32)の例ではwunderlichgeschihtが, (33)の例ではwundersgeschiht

がwunderの代わりに用いられ， どちらもnihtと押韻している. (34)で

は前置詞nachの目的語となり, 3格の語尾を付けて前行のgesihteと, (35)

でも3格であるが，語尾なしでnihtと韻を踏んでいる. (36)ではdehein

geschihtでnhd.のnichtsを意味し, nihtと押韻している. geschihtは本

来の意味も含めて『イーヴァイン』では5例， 『トリスタン』でも18例

14
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すべてが行末で，そのうち17例でnihtが押韻相手であり, geschihtel

例もslihteと韻を合わせている．

このようにgeschihtそのものに具体的な意味がない言い回しとして

は, nhd.では押韻とは無関係にErhateineunangenehmeGeschichte

mitdemMagen「彼は冑の病気である」や，反語的にDassindjasch6ne

Geschichten「結構なことですね＝ざまをみろ」などに名残が残ってい

る．

本稿では名詞の迂言表現という観点からgeschihtについて検討してい

るが， このgeschihtという語形に関しては動詞geschehenの直説法3人

称単数現在形が名詞よりもはるかに多く， しかも押韻に用いられている．

その数を挙げると， 「イーヴァイン』では25度現われ，その内18度が

nihtで, 5度が何らかのsihtで押韻している． 『ニーベルンゲンの歌』で

は14度中13度，その内ll度はnihtを, 2度がsihtとversihtを相手に

押韻しており，名詞geschihtは1例もない． 『パルツィヴァール』では

36例のgeschihtすべてが押韻しており，その内35例は動詞で押韻相手

はgihtが1例, sihtが4例，残りの30個所はnihtである．ただ一ケ所

(155, 22)の名詞もnihtと韻を合わせている． 『トリスタン』でも28例

の動詞geschihtのうち21個所でnichtと，何らかのsihtと4個所, giht

と1個所，合計26度押韻に用いられている．

『イタリアの客人』ではこの語は桁外れに多く利用され, 301個所現わ

れ，そのほとんどが動詞でnihtを相手に押韻している．具体的にその数

を示すと，名詞geschihtは10例ありすべて行末にきて，その押韻相手は

ensihtl例(9407f.)以外はすべてnihtである．動詞geschihtは実に291

例見られ，そのうち241個所で押韻している．そしてその相手の語はiht

が8度, gerihtが4度，何らかのsihtが4度, beriht, enwiht, schriftが

それぞれ1度ずつで， これらの小計19例以外の222個所がnihtである．

このようにこの作品ではとくにgeschihtとnihtはまるで押韻用の対語と

でも言えるほど多用されている．動詞geschehenのnhd.には見られない

特別な用法を1例示しておこう．それは次のように，人の3格とze+不

定詞を伴い， 「人が～することになる」 「人が～しなければならない」と

いう意味になるものであり， とりわけ『イタリアの客人jにこの用例が

15
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多数見られる．

(37) swazimdurchinzemongeschiht,
1■■■■■■■■■■■

dazsolerimverwizenniht(Wgast371f.)

彼［＝仲間］のためにどんなことをするはめになっても

それをその人のせいにしてはならない

6.gewinによる迂言表現

gewinはある物を手に入れること， とくに勝利の獲得， また，手に入

れた物を意味し，形容詞や2格名詞によって詳しい内容を規定されるこ

とがあるが， 2格名詞を伴ってgewinそのものにはほとんど意味がなく，

押韻のための手段として用いられる場合がある．例えば，

(38) derwasergetzensgewin

komennachCidegaste,

densieklagets6vaste(Parz.723,4-6)

以前はチデガストを失いあれほど

悲嘆に暮れていた彼女［＝公妃]に

その間に十分な償いがなされていた

ここは直訳すると， 「彼女にチデガスト（の死)のあと償いの獲得がきた」

ということである．マルティンはこのergetzensgewinをErlangungdes

Schadenersatzesとしてgewinの原意を残した解釈をしている19が，バー

ルチュはreichlicheEntschadigungと注釈している20.次の例は両者の解

釈が逆の場合である．

(39) herre,alsi'un6tgesage,

wazichderimherzentrage,

s6gebtirj帥erSmirgewin(Parz.612,23-25)

殿，私が心にどれほどの悲しみを抱いているか，

苦しみのほどをあなたにお話をすれば，

16
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私の悲しみをお分りいただけるでしょう

マルテインは3行目をsoerh6htihrmeinenSeelenschmerz(, indemihr

michveranlasstdavonzureden) 「そうすれば, (あなたが私にそのこと

を話させることによって)あなたは私の心痛をますます大きくする」と

解している21．一方，バールチュはsoraumtihrmirein,dallichJammer

gewonnenhabe,dalSichtiefungliicklichbinとしてgewinの原意から転

義していることを示唆している22． なお， この例でjamersとgewinの間

にmirが挿入されているのは韻律の関係であり， この行のリズムは次の

ようになる．

s6gebtirjamersmirgewin

xI XxIXx I X xIXヘ l

gewinはまた, daz文に規定されて，上と同様に用いられ，それがさら

に，押韻のため複数形で現われることもある．それらを一例ずつ示すと，

(40)DemeinengiterschTnensin,

demandernguotuntdengewin,

dazersichmitsinselbesmuoteswachet(Walth.20, 19-21)

彼［＝神]はある者にはすばらしい分別をお与えになり，

また，ある者には財物を，そして自分自身の心のもち方で

自分の身をおとしめるような結果をお与えになる

(41) swerinviirhtethatdiegewinne

dazinviirhtetallersiaht(Wgastl2900f.)

彼［＝神]を恐れる者は結果的に

すべての物に恐れられることになる

このようなgewinをnhd.にどう移し代えるか，今日の訳者もさまざまな

工夫を凝らしている．例えば, （39)の例の3行目をWSpiewokはwerdet

Ihrerkennen,wiegrollmeinLeidist23と,RKnechtはsowerdetlhr

zugeben,dallderPreisdesJammersmirgeh6rt24と訳し, (40)の例では

HBOhmは2行目以下をdemandernReichtum-abermitdemGewinn,

dallerdurchseineeigeneGesinnungsichentehrtとgewinの意味を残

17
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している25のに対し, J.SchaeferはdemandernGUterundErfOlg, so

viel,dal3ihnseinHerzentehrtとしている26.

本来の意味であれ，押韻手段であれ，名詞gewinも詩人によって用い

られる頻度に大きな違いがある．例えば，単数形gewinは『パルツイヴ

アール』では28度（その内26度押韻)， 『イーヴァイン』， 『ニーベルン

ケンの歌』， 『トリスタン』では，それぞれわずか2（2）度, 1 (1)度，

2（1）度のみであるのに対し， 『イタリアの客人』では37(34)度現われ

る． ここでgeschihtとgewinについても用例数と押韻数を五作品につい

て一覧表にして示してみよう．

(次稿に続く）
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17) nhd.では同じ女性名詞でもGeschichteと-eが付くが,mhd.では-eなしであ

る． ‐eの付く形もあるが，それは強変化中性名詞であり，中高ドイツ語時代

の主要作品ではもっぱら-eのない女性名詞として使われる．例(34)の-eの付

いた形(Parz.818,24) も，強変化女性名詞geschihtに3格の語尾が付いた

ものであることは, BMZII2,117a,9f.にgeschihtの項の例としてこの個所が

挙げられていることから明らかである．中高ドイツ語ではこのように，強変化

女性名詞では単数2格と3格で語尾の付くこともあった．他に3格の語尾の

付いた形は， もっぱらdurChZufallを意味するvongeschihteで現われ， 『エ

ーレク』に5度， 『トリスタン」に1度見られる．

18)V91.BMZII2, 116b,26ff.

19)V91.Martin:〃鰯"αﾉ,S.481,Anm.zu723,4.

20)V91.Bartsch:〃蹴りαﾉ3.Theil,S. 101,Anm.zuV1324.

21)V91.Martin:RZ蹴りαﾉ,S.432,Anm.zu612,25.

22)V91.Bartsch:Rz蹴りαﾉ2.Theil,S.300,Anm.zuV:895.

23)V91.WolframvonEschenbach:Rz畑"αﾉ.MitlllustrationenausderBerner

Handschriftvonl467,UbersetztvonWSpiewok,0ttobrunnl984,S.318.

24)V91.WolframvonEschenbach:肋瀝j"αﾉ(PKnecht),S.616.

25)V91.DieCe"c"eWa"e汚〃0〃〃γﾘｲ壇巴加eide.UrtextmitProsaUbersetzung

vonHansBOhm.Berlinl964,S,44.

26) JoelgSchaefer:W""""〃〃γﾘf壇E伽e〃g恥戒e.Darmstadtl972,S.241.

＜付記＞本稿は，関西大学より1999年度後期研修員として6カ月の研究期間を

与えられた，その成果の一部である． ここに記して感謝したい．
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武市 修

Umschreibungsausdriickeim

mittelalterlichenDeutsch

-unterbesondererBeriicksichtigungdesEndreims-(3)

OsamuTAKEICHI

IndermittelalterlichengebundenenLiteraturbenutzendieDichteroft

umschreibendeAusdriicke,umdasVersmal3zuordnen.Hierwerdendie

nominalenUmschreibungsausdriickebehandelt, diedenRhythmus

flieISendmachenundReimebildensollen.

l.Umschreibungmit〃"C

mhd．〃"cistgew6hnlicheinAppellativum,daseinDingodereine

Sachebedeutet.DiesesSubstantivdient imobengenanntenSinnzur

Umschreibung, indemesimGenitiv",〃伽und〃〃begleitet,ohnean

sichirgendetwaszubedeuten,woblolles/",""oder〃〃bedeutungs-

malliggenUgt.HierwirdnureinBeispielvon〃〃mitseinemMetrum

angegeben, imVergleichmiteinemanderen,wobloiles〃〃genugiSt:

(1) 〃〃伽"gesist"0〃〃gesc加加〃(Parz.533,15)

xI XxIX x IXxI 4 ー ヘ｜

(1')〃Mts6zﾉ〃。"〃〃"c"ge城〃(Iw.4341)

ZumgleichenZweckvertritt""cmiteinemPossessivpronomenoder

einemGenitivderPersonein impersonales ezundauch inder

prapositionalenPhrasemiteinemAdjektivdasAdjektiv inseiner

adverbialenFunktion,wiezumBeispiel:

(2)"""sf〃〃"c""c"gest"0"(Parz.446,2)

(2')〃"dsqge"@"0"C","es"ezd"(Parz.442,4)
－

(3)〃〃〃"庇γ/smbes""ge"

”〃航“"c〃〃〃"ge"

zg郷s〃α"〃e〃〃〃M'e"e(Parz.568,21-23)
－
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中世ドイツ語における迂言表現

2.Umschreibungmit@",ﾉ肋eund〃"ﾉ2

Neuhochdeutches"um～willen"wirdimMittelhochdeutschenaul3er

derPrapositiond"姥〃mitderprapositionalenPhrasevon@''e,"ebeund

""/eausgedriickt,wovon"jm. zuEhrend$ und"jm. zuliebeG@ inder

deutschenGegenwartsspracheerhaltensind.

(4) ic〃〃eze""zﾉ”〃e"ze@''e(Wgastl554)

(5)"zs〃"0"td@"'c〃γ"0"､加､〃

血""e〃"γc〃〃γt"ge""@"(Wgast3727f.)

(6) sf""''de"〃〃〃as"

ze"2加庇"､〃ste(Iw.4403f.)

(7)gese"e,〃〃b"eic""c"

。"〃〃si"e"e〃〃"dd@"'""c"(Emll42f.)

(8)"sMJc":""s"〃〃伽〃""g" d@"'c〃〃e〃〃"le〃城〃

(NL69,3)

AndenunterstrichenenStellengeniigtbedeutungsmalligeinblol3es

d"〃〃miteinemakkusativischenSubstantivoderPronomen,wiez.B.

""''c〃e〃e〃"0@"2,d"〃〃t"ge",d"〃〃伽〃gnst,d@"'c〃伽und〃〃〃"@jc"・

DasbestatigtdiePrapositionalphrased"妃〃γ"0"@ imWalschenGast

37270derd"〃〃"@ic"imErecll43．AndenobengenanntenStellen

gebrauchtmanwegenReimundMetrumsolcheumschriebenenAus-

driicke.Hierwirdaneiner'Ihbellegezeigt,wieoftsolcheUmschrei-

bungenerscheinen. JenachWerkenergebensichVerschiedenheiten

(dieZahleninmammernzeigendiezumReimenbenutztenBelege).

23

gZ〃g”2
八

Zggγ2〃

d"”〃
公

～gγ2

22〃g〃2

ze"e6e

｡"〃〃

～〃e6e

｡"γc〃

～〃j此〃

NL

Iwein

Parz.

Wgast

Trist.

(0）

(2)

(1)

９
０
７
２
０

0）

l)

6）

l)

く
く

1

1

6

1

(11)15

(0）

(0）

(O)

１
３
０
０
２

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

く
く
く

６
１
０
１
１

２ ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

７
０
１
０
５

く
く
ｌ
く
く

５
３
２
３
７

１

１



武市 修

3．Umschreibungmitgesc"肋＃

DasFemininumgesc伽肱das"Begebenheit,Ereignis,Zufall"usw.be-

deutet,wirdvoneinemAdjektivodergenitivischenSubstantivbegleitet,

wobeiesohneeigeneBedeutungausReimgmndenbenutztwird.

(9) dMe"〃"OCteO"C〃α"〃海〃伽

〃加加α〃“〃〃""〃"jc"gesc〃〃(Iw.8019f.)

(10)〃ルルα〃j〃〃sgesqge〃〃伽

〃〃c〃〃""〃庵gesc〃〃

伽C〃“〃gγ"伽getmge"(Iw.3629-31)

〃""""jc"gesc〃〃oder@"""〃庵gesc吻伽vertritteinblolSes〃""〃γund

reimtsichauf〃伽.DasSubstantivgesc〃〃kommtiiberhaupto仕zum

ReimenansVersende,obeszurUmschreibungdientodernicht.So

stehtesalle5malimlweinundallel8malimTristanamVersendeund

hatnahezujedesmal""zumReimpartner.

DiegleicheFormbeimVerbgesc"e"e"trittvielOfteraufalsdas

nominalegesc〃〃.Unter25Belegenimlweinreimtessichl8malauf

〃伽und5malaufirgendeins".ImNibelungenliedfindetsichnurdie

verbaleFormgesc〃〃,undsiereimtsichvonl4Belegenllmalauf伽勉オ

undzweimalaufirgendeinsj". ImParzivalfindenwir35malverbales

gesc"伽undnureinmalnominalesgesc〃伽,ohneAusnahmeimReim,

undzwarbei31vonallen36Belegenmit〃伽,einmalmitg"und4mal
mitsi".

ImWalschenGastkommtgesc"伽weithaufigervor.Bei301Belegen

liegtfaststetseineverbaleFormvorundseinPartnerwortimReimist

fastimmer〃伽.HierwirdeinfiirdiesesWerktypischerGebrauchvon

gesc加加〃gezeigt.

(11) s"αz伽‘"”ﾙﾉ〃z〃"0"gesc"鋤t,

Wzsoﾉeγ航〃eγ"伽〃〃伽(Wgast371f.)
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中世ドイツ語における迂言表現

4．Umschreibungmitge""

ge〃j〃bedeutet,,daserlangenvonetwasunddaswasmanaufirgend

eineweiseerlangt;besonderserlangungdessiege3(BMZ).Eswird

auchvoneinemSubstantivimGenitivodereinem"zLSatzbestimmtund

dientfastohneeigeneBedeutungzumReimen.HierseieinBeispielmit

einempluralischenge""angegeben.

(12) s"eγ伽､ﾉ"幼伽加＃伽ege"j""2

dnzi"@ﾉ〃"＃〃α""sIα〃(Wgastl2900f.)

Beige@""istauchdieHaufigkeitjenachdenWerkensehrvel､

schieden.ZumBeispielerscheinteinsingularischesge"j"imParzival

28mal(hiervon26malimReim), imNibelungenliednureinmalimReim,

imlweinundTristanjezweimal(jezwei-undeinmalimReim),dagegen

imWalschenGast37(34)mal.DiefOlgendeTabellebieteteineUbersicht

dar,wiehaufiggesc"伽undge@I)"indenfiinfWerkengebrauchtwerden

(dieZahleninmammernzeigendiezumReimbezugbenutztenBelege).

(FortsetzungfOlgt)
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